


はじめに

なぜイタリアか？

イタリアは、古代ローマ帝国から独特の文化を創造してきた。

イタリアの文化は、音楽や美術などの芸術やファッション、映画、料理など様々な製

品や情報を世界に発信しているが、教育についての情報は、極めて少ない。

特に、日本においては、言語の壁があるため英語圏に比べると、情報の量は限られ、

イタリアの統合教育の取り組みは、ほとんど知られていない。

日本において、養護学校の義務化が始まった1979年、ほとんど同時期にイタリアでは、

ハンディキャップのある児童生徒の完全な統合教育が始まった。

本報告書のエスポージトの著書にあるように、当初は「selvaggi（野蛮な、原始的

な 」投げ込みにより始まった普通学校への編入のプロセスは、1992年２月５日基本法）

第104号の制定により、今日の教育・医療・福祉・行政の連携システムが完成した。

ハンディキャップの状態にある子どもの学校における統合は、イタリアが創造した歴

史的にも偉大な創造物であると考えられる。

日本が最重度の障害のある児童生徒を含めた全員就学という教育保障に取り組んでき

た道のりとイタリアの普通学校への完全統合を歩んできた道を対比させることはとても

興味深い。

本報告書は、イタリアのボローニャ市、モデナ市、そしてボルツァーノ市を中心に実

地調査で巡り会った人から頂いた貴重な最新の資料を翻訳掲載することにした。できる

だけ多くの障害児教育の研究者にイタリアの生の情報を提供し、日本における社会参加

を前提にした障害児者の教育のあり方について幅広く捉え直す契機となることを期待す

る。
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